
ご紹介いただきました中沢でございます．

皆さん，ご無沙汰しております．今日はよろ

しくお願いいたします．

今日お話しするのは，先ほどあったタイ

トルのとおりで，「企業間格差が生じる理

由とその克服方法」です．なぜPowerPoint

の字が違うのかというと，先々週日本能率

協会であったリーダー育成研究会で使った

PowerPointをそのまま流用するものですか

ら，タイトルだけ取り換えたので，この画面

以降は文字が違うというちょっと変なあれで

すが，中身はそういうことです．

さて，同じ経済条件，同じ社会条件である

にも関わらず，企業間の格差がなぜできるの

かという，この単純な疑問があるんです．と

ころがその答えはなかなか複雑でございまし

て，経営者がいいの，悪いのとかさまざまあ

りますが，基本的には問題点は4つあります．

1つ目．起業家精神というのは初めて会社

を起こすと捉えがちなんですが，そうではな

くて，いったん技術革新であるとか，競争相

手が代替されるものが出てきてしまったりし

たときに，自分自身が新たな事業の革新を行

えるかどうかということがかなり問われてい

るんです．

例えば繊維の会社では，繊維産業が駄目に

なってしまったから，では会社をやめますで

はなくて，炭素繊維なりガラス繊維なりとい

うように，新たな素材産業として成長するた

めに新しい事業形態をつくってきました．

例えば，フィルムというものがいらない時

代になってしまったときに，コダックという

世界で最も古く最高だったフィルムメーカー

が上場廃止でつぶれてなくなってしまいまし

た．しかし富士フイルムその他日本のフィル

ムメーカーには，オフィス用品や医療機器な

どさまざまなかたちで，もともとの技術を生

かして新しい事業を展開するという起業家精

神がありました．富士フイルムでいえば薬や

化粧品です．

これを昔の言葉でリストラクチャリング

（restructuring）と言います．ところがリス
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トラと言うと首切りという意味が一般化し過

ぎてしまっていて，会社をリストラしないと

立ち直れないよと言うと，日本の場合は首切

りしないと立ち直れないという意味になって

しまうんです．

言葉として定着してしまったからリストラ

は使いにくいけれども，リストラクチャリン

グ，つまり事業の再構築をするという起業家

精神がないと駄目です．1つの事業，産業と

いうのは30 ～ 40年の生命力しかもともとな

いものなんです．だから基本的に大事なのは，

まず起業家精神であるということです．

2つ目．企業を生かすためには，自分の会

社は何の会社なのかということを中心にどう

いう戦略を立てていくのかです．会社をどう

したいのか，社会にどう貢献したいのかとい

う戦略をきちんと立てないと会社の経営に

なっていかないんです．

3つ目．戦略を立てても，それを実行する

ための方法論がないと駄目です．特に人がい

ないと駄目ですから，組織論が必要になって

きます．人的資源がどうなっているのかとい

うことと，自分の会社の技術やサービスがよ

そと比べてどういう差別的な能力を持ってい

るのか，それをどのように生かしていくのか

という組織論がないと戦略論は実現していき

ません．つまり目的に対してまず方法が必要

であるということです．

4つ目．競争力をつくることです．競争力

とは何かというと，同業他社との間で固有の

強みを持っているということです．値段だけ

で勝負するのは駄目です．値段で勝負をした

ら必ず死んでしまいますから，値段以外のも

ので固有の競争力，よそにはつくれないもの，

よそにはできないサービスを持っているかど

うか，これが基本になってきます．

競争力という概念ですが，ここにあるよう

に「表層の競争力」，この言葉をつくったの

は藤本隆宏という私の友人ですが，モノづく

り論では日本で第一人者といわれている男で

す．「表層の競争力」ともう1つの「深層の競

争力」，この2つの競争力があって，これをき

ちんと区別をしないと駄目ですよというのが

藤本の指摘なんです．私もそれをまったく支

持しています．

「表層の競争力」は何かというと，お客さ

んの目で見て分かる競争力です．値段，性能，

品質，デザイン，納期，こういったものです．

これはお客さんに必ず分かるわけです．

例えば車でいえば，リッター 30キロ走れ

る車と15キロしか走れない車と同じ値段で同

じ大きさですよとなったら，それは明らかに

性能に差があります．品質は下取り価格にす

ぐに現われてきます．アメリカでいえば，日

本の車は3年乗っても30％から40％の減で下

取りになりますが，韓国の車は5割減になっ

てしまいます．そうすると，もともと買った

車の下取り価格が全然違うとなってくると，

これはまったく品質の違いということになり

ます．

あとは乗り心地です．乗り心地というと非

常に漠然としていますが，サスペンションの

つくり方や椅子のつくり方とかさまざまな問

題点が出てきます．それは後でお話しします．

それからデザインです．恰好がいいとか，こ

れはすごく大事なことなんです．そして納期

です．ちゃんと約束した日に品物が納まるか

どうかといったことなんですが，こういった

ことはお客の目に見えることです．

だけど，お客の目に見えるものをつくり出
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すプロセスそのものはお客には見えません．

コンテンツというものは見えてきません．そ

れを「深層の競争力」と言います．

例えば新しい品物を開発する力，この辺で

いえば清川メッキさんの機能メッキです．あ

あいう機能メッキを開発する力というのは世

界的な技術です．はんだという，ものともの

をくっつけるものがいらなくなってしまいま

す．例えば，皆さんがお持ちの携帯を開けれ

ば，800ぐらいの部品によって成り立ってい

るわけですが，その部品全体を接続するには

機能メッキで接続していて，全体がつながる

というかたちを持っています．こういう開発

力は個別の企業の研究開発力が決定するので

あって，自分でやる以外にないんです．

あるいは今，東芝が生きるか死ぬかで大騒

ぎしていますが，私に言わせれば半導体を

売ってしまったらもう，東芝には何が残るん

だろうと不思議で仕方がありませんが，それ

はこっちに置いておきます．東芝の半導体は

非常に特殊な半導体として開発されました

が，ああいったものを開発した場合はそれを

つくる生産設備そのものを自分で開発しなく

てはなりません．よそから買ってくるわけに

はいかないんです．フラッシュメモリを開発

するときには，同時的にフラッシュメモリを

つくるための生産設備も自分で開発しなけれ

ばなりません．こういった商品企画から開発

に伴う生産組織のシステムを自分でつくって

いかなければなりません．

あるいは，うんと単純なことを言います

と，職場でリードタイムをどうやって短縮さ

せるかという問題があります．これはコスト

ダウンと同じことですが．例えば1週間かか

る，10日かかる品物をその半分の5日ででき

るようにするとか，3日でできるようにする

というようにリードタイムを縮めていくこと

ができると，ものすごく大きなコストダウン

になってきます．

これはどういうことかというと，かつて中

国でつくられていたパソコンが，ほとんど日

本に戻ってきて日本の工場でつくられるよう

になったのはリードタイムの差なんです．例

えば中国の奥地でつくっていると，安いこと

は安いけれども，リードタイムがだいたい

2 ヶ月近く，7週間ぐらいかかってしまいま

す．この日に欲しいときの7週間前に発注し

なければなりません．日本国内でやる場合に

は1週間かかりません．そうすると5倍や6倍

の賃金格差があっても怖くないんです．

リードタイムを縮めていくためにどうした

らよいのか．コストダウンをするためにはど

うしたらよいのか．あるいは不良品ができる

のを防ぐには．良品率を上げていくためには，

どの工程に不良品が出るのかを絶えず点検し

て，不良品が出ないように改善していくこと

です．それはそこで働いている人自身がやれ

ないと駄目なんです．あるいは，これを変え

てくれないとここの工程はリードタイムが縮

まらないから，生産技術の方で何とかしてく

ださいよと言えないと駄目なんです．または

提案力の向上となってきます．

これが文科系の産業の場合はどうでしょ

う．この間，梓会という日本の主な出版社の

社長さんたちが集まる勉強会に行ってお話を

しました．出版界は5社ぐらい大きな会社が

ありますが，ほとんどは30 ～ 40人の小さな

会社ばかりです．そこになぜ差が出てくるか

といったら，もう完全に，誰に何を書かせる

かという企画力の差です．
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出版社の場合には工程管理とかそういった

ことではなく，企画力がまず基本になってき

ます．ところが企画力があっても交渉力のな

い人は役に立ちません．つまり，誰に何を書

かせるかを思い付いても，その人が行ったら

誰も付き合ってくれないという人間が出てき

てしまうわけです．そうすると，この人が行

くと誰でもにこにこ付き合ってくれるという

タイプと一緒に行くとか，いろいろ会社とし

ても考えるわけです．

たまたま先週の金曜日，土曜日は淡路島で

国際会議があって，テレビ朝日ホールディン

グスの社長である吉田慎一という男が来まし

た．彼はテレビの社長なんですが，この間ま

では朝日新聞の役員をやっていたんです．毎

年，新聞は100万部ずつ減ってきている．毎

年北海道新聞が1社なくなっている状態なん

だと．北海道新聞がうちの名前を挙げないで

くれと言っていたけど，例としてはそうなん

です．10年で1,000万部減ってしまったと．

問題はコンテンツに1つあります．記事の

中身です．みんなが読みたいという記事の中

身をつくる力を失ったという面もあります

が，これはニワトリが先か卵が先かの問題で

す．情報というメディアが変わってしまって

きたから，もともと減る運命にあったんだと．

今度は自分のテレビ朝日の話をしていまし

た．困ってしまうのは広告が入らなくなって

しまう．それは視聴率が減ってしまったから

仕方がないと．見ている人が少ないところに

広告しても仕方がないですからね．

そうなってくると，では，コンテンツが悪

いから視聴率が減ってしまったのでしょう

か．コンテンツ，つまり放映する番組が面白

くないからだと．テレビ局は山ほど増えまし

たが，コンテンツをつくる力が増えたわけで

はないですから，映画だけを流しているなら

いいですけど，そうではなくて番組をつくっ

ているところは自分で中身をつくっていかな

いといけません．するとコンテンツをつくる

人間がだいたいそっぽを向きはじめて携帯の

方を見ていたら，採用ができなくなってしま

います．新聞も同じでいいやつが来ないと．

新聞を読まないやつが応募に来るとか，実に

悲しい話がだんだん出てきましたが，それは

こっちに置いておきます．

ではどうするのかということで，テレビの

場合には，今度はインターネットとどうやっ

て結び始めたのかの話をしていましたが，そ

のように何かと接続をすることです．

それと「深層の競争力」をどのようにして

付けていくか，これはレジュメ6の方ですが，

サービス業も製造業も同じなんです．自分の

会社の組織能力をどうやってつくっていくか

ということなんです．つまり，日立製作所は

なぜ回復したのか，あるいはパナソニックは

なぜ回復したのかというときに，彼らの会社

の組織能力問題に帰着するんです．後で私の

専門である中小企業の事例を挙げます．

この組織能力というのはまず何をするの

か，どういうものをするのかという商品企画，

その企画を実現させるための研究開発，それ

と製造工程を開発することです．この製造工

程の開発というのは製造業の話ですが，これ

は製造業以外のサービスであろうとソフト産

業であろうと同じなんです．つまりコンテン

ツ，中身をつくっていくためのプロセスを，

どのようにして自分たちはつくっているのか

というプロセス管理の問題なんです．

それがきちんとできていないで，あれは熟
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練がいるからあの人に任せようとか，もっと

最悪なのは，例えば何か新しいことをやると

きに，あの人は暇しているからあの人にやら

せるとか，あの人は手がすいているからあの

人にやらせると．はっきり言って，そういう

会社はそれだけでおしまいなんです．手がす

いているとか空いている人に仕事を頼んでは

駄目なんです．仕事というのは忙しい人に頼

まないと進まないんです．

暇な人はなぜ暇なのかというと，明らかに

無能だから暇なんです．そういう人に頼むと

今日はやらずに，明日も暇だから明日やろう

ということになるんです．忙しい人間は明日

まで延ばしたら明日の仕事に差し支えるか

ら，すぐその場でやるんです．それと忙しい

人間は頭の中にコンテンツがいっぱいありま

すから，ちゃんと組み合わせてさっさとやる

んです．だから仕事は忙しい人に頼みなさい

というのは当たり前のことなんです．

もう1つは，協力メーカーとのネットワー

クの問題です．自分の会社が自分のことだけ

をやっているんだったら弱いです．しかし，

ものをつくったりサービスをしたりするとき

の取引先との関係や内容をどのようにつくっ

ていくかは相当大変なことなんです．これは

最終的に自社製品として完成品をマーケット

に持っていくにしても，プロセスは協力メー

カーからのプロセスがいっぱいあるわけです

から，その協力メーカーとのプロセス管理が

しっかりできてないところは最終的に破たん

することが多いです．

下請けに何かを頼むのはテレビでも典型的

で，全国放送のテレビでもみんなプロダク

ションにつくるのを頼みます．だから無能な

プロダクションに頼んで安く買いたたけばい

いよとなると，ろくなものはできません．コ

ストが安いんですから．では高くすればいい

ものができるのかといったら，そうでもない

からまた困ってしまうんです．なぜなら，コ

ンテンツのないところに頼んだら，いくら金

を払おうと払うまいと結果は同じなんです．

つまり，いいものをつくっていくためのプロ

セスを協力メーカーとともに共同開発をして

いけるかどうかというところに基本的な問題

が出てくるんです．

結局，それは日常の工程管理能力の問題で

す．これは製造業であろうとサービス業であ

ろうと同じです．例えば何軒かの介護施設で

話を聞いていますと，工程管理能力が本当に

さっと出てきます．直接何人の方を介護して

いるのか，介護士が何人かということでもっ

てサービスは決まってこないことが分かりま

す．サービスをする側がどういう仕組みづく

りを内部でしているかの方が，はるかに大事

なんです．

サービスをする人間をどのように育ててい

るのか，サービスする姿勢そのものをどのよ

うに育てているのか．例えば褥瘡ができてい

る場合，絶えず寝返りを打たせるための面倒

を見ることを含めて細かくマニュアルをつ

くっています．しかし，マニュアルどおりに

やってはいけないんです．マニュアルを絶え

ず自分が変えていく人間にしていく仕組みを

つくっている介護施設は，やはり優れていま

す．値段が同じでもそうなってしまいます．

つまり，「深層の競争力」は買ってくること

ができないということです．

「表層の競争力」は買ってくることができ

ます．例えばハイブリッドの技術がない，で

はハイブリッドの技術を買ってこようとか，
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こういう品質の素材が欲しいから買ってきま

しょうとか，いいデザインが欲しいとなると

いいデザイナーを雇おうとなってきます．金

で買うことができるのが「表層の競争力」で，

中のコンテンツとプロセスをつくっている

「深層の競争力」はお金ではつくれないとい

うことです．

これを図にするとこうなります．結局，

効果をどのように測定するかというときに，

簡単な評価をしないで，多層的に評価をし

た方がよいです．特によその会社がまねの

できない現場をつくらなくては駄目だと，

オリジナルな現場をつくらないと駄目だと

いうことです．

はっきりと会社名を挙げるのは憂鬱です

が，例えば1966年，大昔ですが，日産がプ

リンスと合併したときに，日産の方が会社と

してはトヨタよりも大きかったんです．それ

が30年たったら3倍以上の差になってしまい

ました．日産がルノーに6,000億円で買われ

たとき，あのときトヨタでも簡単に買えまし

た．2兆円ぐらい利益を上げていましたから．

だけど，もしトヨタが日産を買ってしまった

ら，「独占禁止法」がどうのこうのというより，

会社のイメージとしてもアウトだから買わな

いということで買わなかったわけです．

その後日産はきちんと回復しましたが，何

で3倍，4倍という大きな差になってしまっ

たのでしょうか．経済条件，社会条件はまっ

たく同じだったのです．それなのにそれだけ

の差ができたというのは組織能力の差なんで

す．車づくりだったら，日産はホンダ（トヨ

タ？）よりもはるかに優れているものがある

と私は見ています．よい技術者もいて，すご

い工程もあります．しかし組織能力そのもの

がなかったのは致命的だと見ています．

どのように組織能力がなかったのかという

ことはいくらでも挙げられますが，1つだけ

挙げると，トヨタが優れているのはトヨタ生

産方式というものをきちんと確立したという

ことです．これはトヨタ生産方式で世界中で

行っています．

大野（耐一）さんのトヨタ生産方式を公表

するときに，内部で議論がありました．私は

ずっと昔，張（富士夫）さんが社長をやって

いたときに話を聞いたことがありますが，ト

ヨタ生産方式を公表するときに，敵に塩を送

るようなことまではやめた方がいいんじゃな

いかという議論が内部にあったわけです．し

かし，これは公表してもいいんだと，お互い

にライバルなき人生なんてつまらないものだ

よと，やろうじゃないかというので公表して

いったそうです．

僕はそれを本に書きました．トヨタ生産方

式が公表されて誰でもそれをまねすることが

できるようになったことは，トヨタの私有財

産が公共財になったということで，公共財に

したトヨタは偉いと．だけど，トヨタ生産方

式はトヨタでないとできないところがあって，

工程改善能力はやはり世界一です．だから1台

当たりの利益率が違うのはそれなんです．工

程管理が全然違うからです．部品をつくった
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り価格決定をしていくときの合理性が全然違

います．だから下請けを集めて安くやれなん

て言っている会社は，はっきり言って駄目な

んです．協力メーカーに安くやれとコストダ

ウンだけを願っているところは，はっきり言っ

てろくな協力メーカーが集まりません．

そういったことよりも，どうやったらよい

ものができるのか，しかもなるべくコストを

どんどん下げていく方向でどうすればいいの

かを一緒に開発しながら考えていきます．こ

ういう部品をいつまでに幾らで届けろ，それ

だけでは駄目なんです．どうすればそれを合

理的につくれるのかという，開発のところま

で一緒に協力して考えていく仕組みをつくっ

ていかなければ駄目なんです．そのためには，

実は協力する中小企業側も自分の持っている

要素技術は自分で向上させる意思がない限り

駄目です．

私がタイのトヨタ本社に行って話を聞いた

ときに副社長が，「いや，中沢先生，要素技

術はタイのローカル，現地メーカーがどうし

ても日本のメーカーに追い付かないっていう

のは，自分自身がどこまででも伸びていくと

いう意思を自分で持たない限り，こりゃ，う

ちが言っても駄目ですよ」と言っていました．

やはりそこなんです．だからどこかとネット

ワークするネットワーク型企業で中小企業で

も強いところは，取引先に対する提案力が全

然違います．それと要請したことに対する対

応の仕方が異なります．だから裏の競争力を

きちんとつくっていかないといけません．

実は，表の競争力というのは，裏の競争

力が支えているということなんです．つま

り「深層の競争力」が強ければ「表層の競

争力」も強くなるという関係です．両者は

分離されておらず，その結果が利益になり

ます．ただ，株価にどこまでつながるのか

はちょっとよく分かりません．アメリカの

株価を見ていると，いかがわしいものがも

のすごく高くなったりするものですから，

私はちょっと分かりません．

ただこれを，能力構築競争という言葉が下

の方にちょっと書いてありますが，裏の競争

力をつくっていく力がやはり能力構築の基本

です．どの会社も外から見えない部分でどれ

だけ能力をつくっていくのか，その基本はや

はり人的資源です．社員が昨日より今日，今

日より明日はよりよくなるようにと考える習

慣が身に付けられるかどうかというところ，

はっきり言いましてこれが全てなんです．

私に言わせると，自分の会社を伸ばすため

に，生き残らせるために，生き延びさせるた

めには，自分自身がどう行動するのかが問わ

れているのであって，社長がばかか利口かを

飲み屋で相談するのはあまり意味がないとい

うことです．それよりも自分たちに何ができ

るのかを職場で考えます．つまり今日やって

いる仕事をよりよくするために明日はどうす

ればよいのかを，絶えず考えていく仕組みづ

くりが問われています．

そのことと関連してちょっと申し上げます

が，商品の境界が昔と違ってあいまいになっ

てきてしまっています．これはどういうこと

かというと，競争相手が突然変わるというこ

とです．
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例えば素材でいうと，鉄と非鉄金属が最初

は争っています．そうしたらいつの間にか樹

脂加工が出てきます．樹脂加工から強化プラ

スチックみたいなものが出てきて，お風呂は

強化プラスチックの方が全然いいよと思った

ら，今プラスチックは鋼と同じぐらいの強さ

を持ってきたそうです．プラスチックはもの

すごく加工しやすいですから，そうなってく

ると鉄や非鉄金属にとって考えもしなかった

ところから，いきなり素材の対抗馬が出てく

ることになります．

それどころではなく，先ほど言いましたよ

うに東レや帝人みたいなところが炭素繊維な

んてものをつくってきます．炭素繊維ができ

てくれば，鉄の10倍ぐらいの強さがあり，軽

さは5分の1以下でめちゃくちゃ軽いです．た

だ，今はうんと高いから車なんかには使えず，

外側のパネルは飛行機ぐらいにしか使えない

です．それと加工方法がちょっと難し過ぎる

んです．だけど今度は，その加工方法を考え

る会社がきちんと伸びてきています．

もう1つ例を挙げます．エレクトロニクス

系商品の登場というのは，だいたい1980年

に音楽CDが出てきました．CDが登場したと

きにナガオカの針なんかは最初それほど気に

してなかったんです．レコードというもの

が4 ～ 5年のうちにいらなくなるなんて考え

もしなかったんです．けれど月産100万本つ

くっていたナガオカの仕事が突然月産2,000

本になってしまい，いらなくなってしまいま

した．それでＭ＆Ａをしたけれどもうまくい

かなかったということがあるんです．

さらに，1980年代に自動車電話というも

のがありましたが，あれが移動体通信といわ

れ始め，90年前後に腰にぶら下げる弁当箱

みたいに大きな携帯電話が出てきました．あ

の携帯電話を見たときに，あ，これはわが社

がつぶれると思ったフィルム会社は1つもあ

りませんでした．カメラメーカーも，携帯電

話が出たことは自分たちにとって致命的だと

はどこも思いませんでした．

ところが，95年を過ぎてWindows95が出

た以降，突然カメラと電話が一緒になりまし

た．昔は電話を買ってもカメラは付いてこな

かったのに，一緒になってしまったと．今度

はそのカメラがどんどん進化してきて，では

デジカメをつくるかとデジカメをつくって．

今はもうデジカメはピークのときの6分の1

ぐらいしか売れていません．でもやっただけ

ましなんです．

しかし90年に携帯電話が出てきたときに，

フィルムがいらなくなるとフィルム会社は予

測できなかったんです．だから100年の歴史

を持つコダックなんかは悠然としていまし

た．それが10年もたたないうちに急速に自

らが不要になってしまいました．

ところが，はっきり言いまして不要になる

10年という時間はかなり長いんです．転換

するには十分な長さなんです．だから富士フ

イルムのようにきちんとした転換が可能でし

た．もちろん転換するにはものすごく大変

だったと思います．だけどできるんですね．
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もう1つ，エレクトロニクス系商品は，全

部部品を組み合わせる組み合わせ型商品で，

内部でもって全体をつくっていくかたちに

なってないから，大量の労働力を使って最終

組み立てをしていくパターンなんです．そう

すると途上国に参入の余地が出てきて，特に

1989年，90年に中国が登場しました．これは

いきなり賃金が15分の1のところ，突然月額

6,000円から8,000円なんていう労働力の市場

が登場してしまったわけです．そうすると組

み立て産業ではとても太刀打ちできないし，

そんなに何万人も雇えないからアウトです．

それで85年にプラザ合意があったときに，

1ドル240円だったのが120円ぐらいになって

しまいました．こういった状態が一方で起

こって，為替や労働力の調達の仕組みも変わ

りました．つまり国際化とグローバル化はど

う違うかということです．

国際化というのは，まず国があって輸出入

するとか人間が移動するというとき，その国

に移動します．1980年代に日本の自動車産

業や70年代末から日本の電気産業がアメリ

カに工場をつくったのは，アメリカ向けの商

品をつくるためだったんです．ものは消費地

に近いところでつくるというのが原則である

ということで，要するに現地向け生産でもっ

て現地展開をしていったというのが80年代

です．

一方，グローバル化とはそういうことでは

なく，国家間格差をどう利用するかなんです．

グローブ，つまり地球全体を利用していくと

いうことです．為替だけではなくその国の賃

金，労働力の質，どういう労働力が調達でき

るかということです．

私が20年ぐらい前にインドネシアなんか

で調査をしていたときは，100人募集すると

わあっと500人ぐらい来ました．そのときの

入社試験の問題を見ていると，当時の1990

年前後のインドネシアは日本でいうと中卒な

んだけど，ちょっと日本の中卒と比べたらい

くらなんでも日本人がかわいそうという感じ

で，掛け算や割り算がほとんどできない状態

です．結局，1㎞の2分の1は何ｍでしょうと

いう問いに答えられるのは相当いいという感

じの労働力だったわけです．ところがベトナ

ムでは，最初から相当いいレベルの人間で，

教育のインフラはわりとしっかりしていま

す．そのように地域によって異なります．

タイやマレーシアとかそれぞれの国が立地

的に違って，マレーシアにはマレーシアの法

律があって，マレー人の7割以上を雇わなく

てはならないとか，マレー人は優秀ではない

からインド系やチャイニーズ系がいいなんて

会社が言っても駄目なんです．そういったこ

ととかさまざまな条件が国ごとにあって，し

かもこの国の場合には法人税を6年はただに

しましょうとか，あるいは輸出向けのものを

つくるのなら法人税はいりませんとか，国に

よってさまざまで違うわけです．だからそう

いった国家間格差があるから，今度は進出す

る方がその国家間格差を利用するわけです．

メキシコに進出するのは，メキシコでつ
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くったものをメキシコで売るためではなく，

アメリカの完成品メーカーに部品を売るため

にメキシコに工場につくるんです．あるいは

ベトナムに工場をつくるなら，タイのアセン

ブリメーカーに部品を送るためにベトナムに

工場をつくると．そこにつくることはそこの

国を対象にしているのではなく，ある広い地

域を念頭に置きながら，土地が安いなども含

めてそこの方がいいからこういう利用の仕方

をするようになってきました．これが国家間

格差，タイムラグを利用しているわけです．

それぞれと日本とのタイムラグでいうと，

30年とか40年のタイムラグがありますから，

30年前の日本，40年前の日本，20年前の日

本というようにタイムラグを利用してあちこ

ちをグローバルに束ねていくことなんです．

うんと極端なことを言うと，たまたま先々

週北海道で連合という労働組合のリーダーを

集めたセミナーがあったので，ちょっと国際

労働運動についてお話をしてきたんですが．

例えば尋常小学校という制度が戦前まであっ

て，12歳までだったわけです．松下幸之助

が11歳のときに和歌山の田舎から大阪に丁

稚奉公に行ってうんぬんと悲しい物語みたい

なことを書いている人がいますが，みんなそ

うだったんです．児童労働は当たり前だった

んです．

例えば『女工哀史』なんかを読めば分かり

ます．『女工哀史』というタイトルがいけな

いんですが，うちにいたら飯は食えないけれ

どもあそこに行ったら食えると，喜んで行っ

た人がいっぱいいると，ちゃんと書いてある

んです．募集が本当は12歳なんだけれども

現実には10歳，11歳の女の子がいっぱいい

ると．だって明治時代はそうだったんです．

10歳になれば子守奉公に行くのは当たり前

の時代だったんです．

インドやバングラディシュはいまだにそう

なんです．児童労働がいいとか悪いとかと

NGOが言っている暇があったら，あそこに

行って彼らが働くいい場所をつくってやれば

それでいいじゃないかと，僕もNGOの集会

に呼ばれたとき彼らには言っているんです．

仕事がないんです．家で食えないんです．だ

から何でもいいから仕事が欲しいんです．そ

ういった条件がまずあるということです．

日本でいうとまだ明治時代みたいな国が途

上国にはいくらでもあって，アフリカなんか

はほとんどそういう状況なんです．それを利

用しろと私は言わないけれども，現実に韓国

も中国もそういった時間差を利用して今，海

外展開を図っているわけです．

日本の場合ではどうしてなのかというと，

この前清川メッキの社長さんと，本当に困っ

たよねと話していたんですが，今日本のメッ

キは公害を出す産業ではまったくありませ

ん．公害を出すことができないように，1960

年代の最後の方に環境に関するさまざまな規

制ができました．だけどもっと古い1950年

代のメッキ屋さんに話を聞きに行くと，保健

所の指導でシアンや六価クロムを汚水として

下水に流していたと平気で言うわけです．

何でそんなことができたかといったら，垂

れ流しをするなと．それはそうですよね．そ

れまで下水に流して周辺の土地に垂れ流しを

していたが，それが駄目になってちゃんと汚

水処理場ができました．今問題になっている

豊洲の市場は，東京ガスがめちゃくちゃに環

境を悪化させる薬剤をずっと使っていました

が，当時の法律では正しかったんです．悪い
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ことではなかったんです．

ところが今，中国で環境に関する法律がで

きてまだ10年です．それもほとんど守られ

ていません．インドやバングラディシュに

行ったらそういう法律はありません．だから

1950年代の日本と同じ条件でやっているわ

けです．そうすると韓国の企業なんかはその

条件をそのまま利用してしまうわけです．日

本はそんなことできないです．だって流すと

土地は傷むわ，人間は病気になるわ，環境は

汚染するわ，そんなことを分かっていて日本

の企業はできないです．だから日本の場合は

最新の設備を持ってこざるを得ないんです．

だけど持っていく気がないところは全然

持っていきません．現地を利用します．だか

らゴーストタウンがどんどんできていってし

まいます．そういったことをずっと考えなが

らグローバルなことというのは考えなければ

なりません．ルール化をどうしていくかとい

うことです．世界全体とかあれこれ大きなこ

とを考えないで，ASEANとともにどう生き

るかを考えていくのが，結局日本の方向だと

いうのが私の意見です．

ASEANはもともと産業の歴史がほとんど

ないんです．だから日本から進出した企業は

日本の生産システムやサービスシステムをそ

のまま向こうに持ち込めます．アメリカや

ヨーロッパへは持ち込めません．どうしてか

というと，向こうの方が歴史は古くて工場の

文化が古いから労働協約とか，「労働法」とか，

あるいは工場の習慣などは向こうの方が先輩

ですから，日本のやり方を押し付けることは

できないんです．だけど，ASEANはもとも

と産業の成長が後からですから，日本のやり

方をそのまま持ち込めます．

中国はちょっと難しいところがあります．

僕はあまり行きたくなくて，10年近く中国

や韓国に行かなくなってしまったんですが，

中国の土壌汚染はものすごいんです．いった

ん中国の工場ができたところの周辺の土地は

まったくアウトです．あんなところでつくっ

た野菜や米は食べられるわけがないんです．

たまたまこの間中国の人とお話をする機会

があって，あの汚染は相当これから大変だね

とちょっとからかいました．からかうのもい

けないんだけど．だいたいおたく，産業の言

葉は全部日本語だしなと言ったら，「そんな

ことありません」と言うから，そんなことあ

るよって．だいたい共産党という言葉はあれ，

日本語だぞと言ったら，「そうですか」なん

て言っているのね．そうだよ，共産党という

のは日本語だよと言ったんですが．それはと

もかく，それぞれの国の持っている制度や法

律，環境などの概念が異なっているときに，

日本はどういう立ち居振る舞いをした方がい

いのかを考えながら，海外展開というものは

考えなければいけません．

私たちの「深層の競争力」の中には，そこ

も含まれています．国家間格差の組み合わせ

は今申し上げましたが，その効率的利用の仕

方というときに，グローバル化の中での衰退

産業こその転換の問題が出てくるんです．ど

ういうことかというと，例えば繊維のことを

考えてみますと，これは1971年の日米繊維

交渉のときに，沖縄を返してもらうために日

本は繊維から手を引きますよということで，

糸と縄を交換したと評判が悪かったんです

が，多くの繊維産業の地域の機屋さんは1971

年に廃業したんです．古い減価償却した織機

は全部国が買い上げて廃棄しました．「三ちゃ
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ん機屋」はそれを退職金にして辞めたんです．

それでも残った繊維はやはりあるんです．

繊維全体が衰退産業化かというと必ずしもそ

うではないんです．最初に言ったリストラで

もって生き残った繊維産業というのは結構

あって，私は福井の繊維産業についてはあま

り調べたことがないので分からないですが，

たぶん残っているところはオリジナルなもの

を必ずつくり出すことによって残っているは

ずだと思うんです．

私は今，福山に時々教えに行っています．

福山というのは備後というんですけれども，

府中市というのがあって4万人の市なんです．

備後府中辺りで繊維産業がものすごくあって，

洋服の青山なんていうのは備後府中がルーツ

なんですが，そういうのが残っているんです．

衰退産業かと思ったら全然違うんです．つぶ

れてしまったところはすごくあるんだけど，

伸びているところがあって，どんなところが

伸びているのと聞きに行ったんです．

例えば，零下40度の冷凍庫で作業するた

めの作業服をつくらせたら世界一で，うん

と薄くてカナダやアラスカでつくっている

ものの4分の1から5分の1の軽さで，しかも

それより暖かいとか，そういうのをつくっ

ています．そこの社長は英語が得意だから，

ISOの委員会に行って標準化させようと，自

分のところに都合のいい標準化をつくって

きちゃって．立派なものだと思っているん

です．それとか，各種作業服や作業用の靴

で重いものがぶつかっても足が傷まない靴

とかも含めて，そのようにどんどんリスト

ラをしていくんです．それは全部祖業を生

かしているんです．

先ほどからちょっとお話をしている炭鉱

やJRなんかも典型的にそうなんです．祖業

というのは自分のもともとのルーツで，これ

を生かして転換していかないとちょっと無理

なんです．例えば炭鉱が1960年代に日本で

崩壊していったとき，アメリカでも同時に崩

壊していたんですけれども，炭鉱労働者は力

仕事ができるだろうと自動車産業に何千人も

移っていったことがあるんです．2 ～ 3年で

全員辞めてしまいました．

どうしてかというと，作業のシステムが全

然違うんです．分単位で作業システムが決

まっているところと，地下何百メートルとい

うところでもって石炭を掘る作業というのは

組仕事ですから，作業の仕組みが違ってつい

ていけないから，みんな結局辞めてしまった

というようなことがありました．

あるいはJRのことを申しますと，いわゆ

る分割民営化されたときに，北海道は仕事が

ないからということで首都圏にずいぶん配置

転換してきました．同じJRで配置転換だか

らうまくいくだろうと思ったらとんでもな

い，全然駄目で，北海道から来た人はみんな

辞めてしまいました．どうしてかというと，

1日10本ぐらいしか走らない駅にいた人が，

3分置きに電車の来るところにいると，リズ

ムがまったく違って仕事が完全に違うという

んです．ついていけないわけです．
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つまり，先ほど言ったリードタイムの差が

そこにまったく違ったものがあるわけなんで

す．リードタイムというのは自分でつくって

いかないと，人がつくったものにはついてい

けないんです．だからそういったことがある

んです．

もう1つ，先ほどから繰り返して言います

が，コダックはつぶれたけれども日本のメー

カーが生き延びていったのは，フィルムをつ

くっていくことは化学産業だからなんです．

だから化学産業としての自らを生かすという

ことがまずあって，それとカメラとの接続が

ありましたから，カメラメーカーと組んで光

学機器で医療機械の方に転換していったり，

あるいは事務機に転換していったりとか，富

山のメーカーと一緒に組んで薬を展開して

いったり，化粧品屋になったりしました．と

にかく何とか生きたのは，それは祖業を生か

したということなんです．

さらに，歴史経路という言葉があります．

地域と国というのはそれぞれの歴史が異なる

から産業も異なって，その産業の異なりが比

較優位を生み出しますよということなんで

す．なぜアメリカは10年，20年という短期

間に世界的な企業を登場させることができる

のかということとそれは関わっているんで

す．マイクロソフトやアマゾン，アップル，

グーグル，インテルなどがぱっと出てきます．

日本では10年，20年という期間で世界的な

企業を生み出すことはどうしてもできないん

です．これは歴史経路の差なんです．

どういうことなのかというと，司馬遼太郎

という素晴らしい作家に『越前の諸道』とい

う素晴らしい本がありますが，司馬遼太郎が

『街道をゆく』の連載を『週刊朝日』で書き

終わった後，ふいに『読売新聞』に『街道を

ゆく』の最後を書いたのがアメリカだったん

です．

『アメリカ素描』というものを書いたんで

すが，その中で文化と文明の違いを司馬遼太

郎は語っています．どういうことなのか，こ

れが歴史経路の問題と密接に関わっているん

です．文化と文明の違いの定義は何人かの人

によって異なるんですが，最も普遍的な定義

は，僕は司馬の定義であると言っています．

どこに行っても司馬遼太郎がこう言っている

と言うと，みんなどこの国の人でもうなずく

んです．

文化というのは何かといえば，他と異なっ

ているという意味なんです．文明というのは

何かといえば，広く共通しているということ

です．これが司馬遼太郎の定義なんです．まっ

たく私はそのとおりであると思います．アメ

リカというのは文明を持てるんです．という

のは世界の190の国から人々がやってきてい

て，それぞれの文化が異なっています．

文化というのは何かといったら，例えば気

候風土，言語，宗教，風土の違い，海との距

離．例えば，海に面している国なのか，海か

ら1,000㎞，2,000㎞離れた内陸部なのか，あ

るいは砂漠地帯なのか，山ばかりのところな

のか．農業ができるのか，漁業ができるのか，
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できないのか．こういったものが生活や風土

を含めてそれぞれの国民や地域の人，民族の

かたちをつくっています．そうすると，そう

いう物事の発想をしていきます．

その異なった人たちが集まると，みんなに

共通したものをつくらなければならなくなっ

てきます．誰にでも通用するものです．アメ

リカが世界で2番目に古い立憲主義の国，法

の支配の国であるというのはそこに根拠があ

るんです．自分のルーツであるイギリスの

次に古い法律の国だけれども，イギリスより

もっと普遍性を持った法の支配を生み出して

きています．

例えば和服は，どんなに美しかろうと日本

人しか着ないんです．日本人だってろくすっ

ぽ着ないんですよ．だけどジーンズは世界中

が履くし，だいたいわれわれが着ている洋服

はヨーロッパ，アメリカの世界に共通する文

明そのものなんです．つまり広く世界に共通

したものをつくれます．だからインダス文明

や中華文明もそうなんですが，昔文明といわ

れたものはものすごく広い地域を指している

んです．それで広い地域の中にたくさんの文

化が包摂されているんです．

アメリカという国は最初からワールドなん

です．ワールドシリーズなんて言うとちょっ

と腹が立ちますよ．アメリカの単なる国内野

球だと言いたいですが，とにかく彼らはワー

ルドなんです．最初から文明的なんです．だ

から何かを組み合わせてつくるとなると，も

ともとそういう国だから，それは携帯をつく

りますよ．日本人にはつくれないです．だっ

て日本人に通用すればいいんですから．最初

から固定電話を持っていたり，ファクスが

入ったりしていますから，そんなものは誰も

持っていませんよ．でも携帯の方がいいに決

まっているんです．そういう発想をしていく

わけです．つまりインターネットを中心とし

たものというのは，どうしてもある広さを

もったところで発想していかなくてはいけま

せん．

ヨーロッパも同じです．ヨーロッパ大陸全

体でもってマーケットを発想していくと，や

はりそれは1つの世界的な勝負ができるんで

す．だけど日本みたいに1億人ちょっとで，

世界でいつもベスト10の座に入ってはいるん

だけれども半端な大国というのは，ガラパゴ

ス化してしまうんです．国内で何とか食えて

しまうから国内向けをつくっていってしまい

ます．日本の文化でやってしまいます．そう

すると何が強いかというと，ロボットをつく

るのが強くなるわけです．

ロボットというのは全部専用機なんです．

これはわずかにしかつくれません．例えば塗

装機をつくるとか，あるいは溶接しようとか

何でもいいですが，要するにロボットをいっ

ぱい日本の工場はつくっていますが，ほとん

ど専用機なんです．午前中は塗装をやってい

るけど午後は溶接をやれ，溶接が終わったら

今度はNC（NumericalControl）の工作機械

をやれというのは無理なんです．ロボットは

字が読めないし話も分からないから全然駄目

なんです．専用機なんです．

だけど，専用機でややこしいものをつく

るのが日本は強いというのは当然なんです．

だって全員日本語を使っているので相談しな

がらできます．だからマニュアルや作業指示

書でこのとおりにやりなさいとやるのとは違

う仕事ができるわけです．福井でいえば村田

製作所がつくっている品物みたいに，あれが
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なかったら携帯はできません．携帯を開けて

みるとだいたい800ぐらいの部品に分かれて

いますが，そのうちの30％ぐらいは日本でし

かつくれない専用品です．半導体をつくるた

めの洗浄液も日本でしかつくれません．

そのようにややこしいもの，相談しながら

つくるもの，これは日本に比較優位が明らか

にあるんです．それは補完財であり，中間財

なんです．ということは完成品では弱いけれ

ども補完財，中間財では日本は強い．中間財

というのは部品と素材のことです．補完財は

それがないと困りますよという設備類です．

こういったものは圧倒的に強いです．これは

アメリカにはつくれません．特に電子部品に

なるとそうなんです．

僕はつい半年前ぐらいに話を聞いていて本

当にびっくりしたんですが，福井のマルツ電

波さんの経過を聞いて，ああ，この会社はす

ごいなと思いました．三種の神器といわれた

テレビ，冷蔵庫，洗濯機が出てきたときに，

そういう家電製品を売ってばんばんもうけ

て，次にカラーテレビやクーラーが出てきた

ときもばんばんもうけたと．だけど，郊外型

の大型ショップができて全国区の電機屋がで

きてきたときに，これはアウトとすぐに撤退

してしまいました．携帯が出てきたらすぐに

携帯を売り始めて．あそこの2代目さんはす

ごいなと思いました．

歴史を会長さんから聞いていたら，俺は分

らないから倅にやらせていると．その倅であ

る3代目に聞きました．電子部品は大量でな

いと売買はできないけど，例えば福井大学の

工学部とかああいったところは電子部品をわ

ずかずつ欲しがっていると．そうするとあち

こちが同じ条件じゃないかと思ったと言うん

です．

電子部品は普通なら個数が2万個や3万個

じゃないと売らないんです．とにかく10個，

20個から売るというビジネスを秋葉原で始

めて，インターネットでも売って，今4万ア

イテムはあると．4万アイテムを管理しなが

らそれをインターネットで売っています．直

接必要な人は秋葉原に買いにきます．マル

ツ電波みたいな小売がないと，1点もののロ

ボットなんて絶対にできないんです．

ああいうことを思い付いて，そのためにど

うするのかを見ていると，福井にはものをし

まうためのオフィス用のケースをつくるメー

カーがあるんです．電子部品は1ミリ，2ミリ

の大きさのものがいっぱいありますから，そ

ういうのを5 ～ 6個入れてパッケージしたも

のをPOSシステムで管理していくためには，

きちんとしたケースがないとできないんで

す．どこに何が置いてあるかをぱっと分かる

ようにしておいて，整然と分けておかないと

いけません．そういうオフィス用のケースづ

くりが福井のメーカーでできるんです．そう

いったメーカーがある，ああ，なるほど，地

域性があるんだなと私は思いました．

今申し上げましたマルツ電波さんみたい

に，いわゆるリストラをしてきた，事業を再

構築してきた，家電製品からいつの間にか電

子部品の小売になったりと転換をしていま

す．かつ，さまざまなトンネルやさまざまな

ところの補修仕事があそこはものすごく強い

です．トンネルの中の電気を取り換えるなど

の補修の仕事はものすごく強くて，変なとこ

ろに特化しているんです．あそこにかなうと

ころはたぶんないだろうと思います．そう

いった転換をしています．
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また，たぶん眼鏡は相当落ちてしまっただ

ろうけど，いつだったかちらっと聞いたら，

鯖江は1,000億円を売っていたのが今では500

億円になり半分になったそうですが，ところ

が新しく出てきているところは相当強いで

す．表参道の金子眼鏡店さんや，銀座のボス

トンクラブさんを見ていると相当強くていい

です．

ああいったところはだいたい眼鏡組合に入

れなかったところで，親が行商をしていて眼

鏡組合に入れてくれと言ったら断られたのが

金子さんのところのルーツです．おまえのと

ころは入れないよと．そういったところが出

てきているのは，やはり起業家精神の問題で

あるということなんです．ボストンクラブさ

んもやはり同じことなんです．

小さな会社の大きな転換で，もう1つ例を

挙げさせていただきます．備後府中の事例で

北川精機さんというのがあります．もっと大

きくてうんといい会社もあるんですが，北川

精機というのが面白い会社なので話を聞きに

行ったんです．ここはもともとプレス加工の

会社で，皆さんが今座っているいすの表面も

そうです．この中の板はもちろん1枚板では

ないですよ．これは間伐材とかいわゆるくず

の木を買ってきて，粉にして固めて板にする

んです．それで表面だけ張り付けて1枚の板

みたいに見せるだけなんです．それで丈夫だ

からいいんです．

府中はもともと花嫁家具の町といわれて，

家具屋が100軒近くあったんです．ところが，

昔はたんすやげた箱，化粧台はみんな花嫁さ

んが花嫁道具を持っていったんですが，だい

たい1990年ぐらいがピークでおしまいだった

んです．あのころは高校を卒業する人間が220

万人もいましたから，90年のころまでは年間

結婚式が100万組ぐらいあったんです．今は

もう高校卒業者が110万人しかいないですか

ら，結婚式すらしなくて，20 ～ 30万組の結

婚式しかないんです．今どき結婚したからと

いって洋服だんすを持っていく人なんかいま

せんから．げた箱とかそんなものはみんな付

いていますよ．全部アウトです．それでベッ

ドやいすなどの脚物の方へ移ったそうです．

北川精機さんは優れています．最初ピーク

のときに，紙のように薄くした桐の板をさっ

き言った粉の上に張り付けてプレスするんで

す．そうすると桐ダンスに見えるんです．目

が全部そろってものすごくかっこいいわけで

す．突き板というんですが，いかがわしいと

は言いませんがそういうコストダウンをやっ

ていて，その突き板をプレスする会社だった

んです．そしてそのプレスする機械を開発し

たんです．

それが備後府中の家具を支えていた面があ

るんですが，そこの社長は偉かったんです．

こんなうまい話がいつまでも続くわけがな

い，そのうちに安いものが出てくる．繊維を

見ていて，70年代，80年代に繊維がこうなっ

ちゃった．みんな外国に行ってしまったから，

家具も行くだろうとぱっと分かったわけで

す．ニトリが登場する前から家具はもう向こ
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うに行ってしまう．自分のところは行けない

から，じゃあ，どうすると思ったときに，別

の仕事を何か考えようというので，オフィス

用のロッカーをつくり始めたり，いろいろ事

業転換をしました．

それもプレスという工程が必要なものばか

りに転換していって，今の中心は炭素繊維のプ

レスなんです．炭素繊維というのはご承知のと

おり1ミリの厚さもないですから，それがいわ

ゆる反物みたいに巻かれて工場から送られてく

るんですが，必要な大きさにカットして重ねて

いるときに，炭素繊維はびょうやボルト，ナッ

トで留めてもくっつかないんです．熱処理をし

たプレスでやって初めて大丈夫になるんです．

そのプレス機を開発して，炭素繊維の需要の先

を広げていったんです．だけど今度は，炭素繊

維を必要な色に染めるにはどうしたらいいかと

いう課題がありました．

実は私，北陸3県にある東レさんのクラス

ターの重役さんや2代目さんが集まるセミ

ナーを頼まれていて，毎年3回ぐらい集中講

義をしていますが，この話をしたら俺のとこ

ろに必要だからと1度，北陸のメーカーが備

後府中まで出掛けていったんです．今その新

しいビジネスを始めているんですが，なかな

か世の中というのは面白いなと思います．

技術革新というのは，うんと大きく急速に

変わる場合，インターネットが登場するよう

に突然電子化してきます．突然電子化するた

めには，もちろんムーアの法則を見ていれ

ば分かるように1960年代以降の積み重ねが

あって，特に工作機械が1954年にNC化して，

それで50年かかって今みたいに100ぐらいの

治工具を使ってものを加工できるというとこ

ろまできました．だからこそ半導体をつくる

装置をつくることができるようになったんで

す．これが事実なんですが，そこまでに40

年ぐらいかかっています．今度は半導体をつ

くる技術が急速に発達することによって電子

部品が発達してきます．そのことによって新

しい商品が出てきます．

最後です．問題なのが，そういう技術革新

の中で私が今あちこちで主張しているのは，

インダストリー 4.0とか，IOTとか，人工知

能と言っている連中は，はっきり言ってほと

んどがいかがわしいです．これは経済ジャー

ナリズムの犯罪であると私は関係者に言って

います．近々書かせていただきますが，IOT

というのはあらゆるものがインターネットに

つながるといいますが，うそを言えと．何を

どうやってつくるかは個別の会社が自分の努

力で開発したやり方なんだから，それをイン

ターネットに載せませんよ，冗談じゃないで

すよと．大事ではないごみみたいなものはイ

ンターネットに載せますが，そんなビッグ

データがあってどうするんだと．

先週の会議のときも，ちょっと人工知能の

人たちの話を聞いていて，あなた方が言って

いるのは科学なのか，空想なのかはっきりし

てくださいと言いました．今こうだけど30

年後にはこうなりますと言っているけど，あ

なた，その30年後にこうなるというのはど

うやって実証するのかと．30年後ではなく

来年どうなるのかを言ってごらんよと．来年

のことを言えないで，どうして30年後のこ

とは実証できるんですかと言うと，「いや，

空想がないと科学ができないから」と．空想

や夢を持つことは何かを始めるためには必要

ですが，空想は空想であって科学ではないん

だから，30年後に分からないことを，こう
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なりますみたいなことを言うのは詐欺である

と言ったんです．

だってそうでしょう．シンギュラリティー

（技術的特異点）というのが2045年に来ると

人工知能論者が言いましたが，うそを言えと．

1982年に当時の世界的な人工知能の代表者

がシンギュラリティーが来ると言ったのは，

2023年に来ると言ったんだ．その人は去年，

2045年に来ると言った．突然30年（？）日

延べして何らその理由を言っていないではな

いかと．聞いている側をごまかすなというこ

とです．

1つのパラグラフ，センテンス，10行の文

章の中に「もし」「可能性がある」「かもしれ

ない」，その3つの言葉が入っていればはっき

り言ってそれは間違いということです．人工

知能に関する本を読んでごらんなさい，必ず

そうなっていますから．「もし」「可能性があ

る」「かもしれない」，その文章の連続です．

自分の責任は負えない人たちばかりです．ひ

どい人になると50年先のことを言っていま

す．この人は何歳だろうと見ると，五十幾つ

なんです．たぶん自分の言葉に責任持てない

だろうなと思います．

空想は大事です．こうしたい，ああしたい

は大事なんですが，それは科学ではありませ

ん．昔エンゲルスという人がいましたが，そ

の人は「空想から科学へ」と言ったんです．

順序として正しいなと．人工知能は科学であ

ると僕は思っています．それでどんどん進化

しているのも認めています．なぜならばコン

ピューターが進化しているからなんです．だ

けど今，科学を空想にしてしまっている．「科

学から空想へ」は困ります．

碁や将棋やチェスで勝っているからと，み

んながびっくりしているかというと，してい

ません．だって電卓の方が人間の暗算より速

いからとびっくりしている人がいますか．い

ないでしょう．碁や将棋とかは全部ルールと

データがあるんです．ルールとデータがある

ものをコンピューターに何人もでインプット

しているわけです．東大に640台の汎用コン

ピューターがあって，それを使うと何百万の

手が考えられると．勝手に考えなさい．だっ

てそんなものは付加価値がゼロじゃないかと

いうことです．

はっきり言いまして，碁や将棋のマシンは，

トヨタやデンソーに行くとあんな程度のもの

をつくるのは200 ～ 300人います．単能機な

んです．だから碁をやっているマシンの後ろ

でインプットして動かしている人間に，もう

碁は飽きたからばば抜きでもやろうと言った

ら，ばば抜きはできないんですよ．そういう

ものなんです．つまりあれは専用ロボットな

んです．そういう専用ロボットが日本の工場

ではいっぱいつくられています．

そこで，私たちが非常に大事にして注目す

べきことは，映像技術とセンサー技術の発達

です．その映像技術とセンサー技術の発達が

あるからこそ自動化ができます．車が自動運

転できるのは映像技術とセンサー技術なんで

す．だけど，先々週も議論してきましたが，

自動運転はアメリカや日本のようにちゃんと

「道路交通法」があって，自動車専用道路が

あるところだったら走れるけれど，そうでは

ないところは駄目だと言っているんです．

だってインドネシアやベトナム，タイ，ど

こでもいいですから途上国へ行ってラッシュ

を見てごらんなさい．5差路，6差路で信号

なんかどこにもないんです．それぞれの車間
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距離が30㎝ぐらいしかありません．そこでお

互いがアイコンタクトで運転しています．30

㎝あったら割り込まれてしまいます．そう

いったところへ行ってやってごらんなさい．

自動運転なんて10日かかったって1ｍも動か

ないですよ．

つまり条件なんです．法律があるのか，保

険がどうなっているのか，取り締まりはどう

なっているのか，結果責任は誰が負うのかと

いうインフラがきちんとあるのかどうかで

す．インドネシアに行ってごらんなさい．免

許なんか売っているのを買ってくるんです

よ．アメリカに行ったら，免許を取るのに自

分で車を運転して警察署に行って，それで免

許を取っているわけですから．国によってい

ろいろ違うんです．

だから私たちは何かを見たときに，びっく

りするより前に本当かなと思います．ただこ

れは残念なことに経済ジャーナリズムの持っ

ている宿痾というか，読まれてなんぼの世界

ですから仕方がないとは思います．インダス

トリー 4.0，IOT，人工知能みたいなことを

聞いたときには，要するに技術革新が進んで

いるんだなぐらいに思った方がいいと私は思

います．技術革新が進んでいる，データを集

めることが進んでいる，それを分析する能力

が進んでいると．特に映像技術とセンサー技

術の開発は，医療機器にとってこれは決定的

に大事だと思います．

取りあえず時間が参りましたので，報告を

終わらせていただきます．討論の時間があま

り取れず失礼しました．ご清聴ありがとうご

ざいました．（拍手）

 （終了）
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